
（別紙３）

～ 2026/3/31

（対象者数） 15 （回答者数） 15

～ 2026/3/31

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

現在の支援内容を基盤としながら、子どもたちの興味や発達
段階に応じた活動内容の充実を図っていきます。ICT機器の
活用や屋外活動の工夫などを通して、より多様な経験ができ
る環境づくりに取り組んでいきます。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

子どもたちの興味や活動内容に合わせて、遊具や教

材、備品の整備を計画的に進めていきます。また広い

敷地をより有効に活用できるよう環境整備を進め、活

動の幅を広げていきたいと考えています。

2

3

開設当初からスタッフ体制が安定しており、落ち着いた環境で
支援を提供できている点が強みです。また敷地内が広く、天候
に左右されにくい外遊びの機会を確保できることや、PC・タ
ブレットを活用した療育が可能である点も特徴です。

子ども一人ひとりの特性や興味に合わせた活動やプログラムの
提供を心がけています。また小規模な環境を活かし、安心して
過ごせる雰囲気づくりや、のびのびと活動できる場づくりを意
識しています。

○事業所名 放課後等デイサービスひのき

○保護者評価実施期間 2025/4/1

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025/4/1

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026/3/13

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

開設から間もないこともあり、遊具や玩具、活動に必要な備品
が十分に整っていない部分があります。また敷地は広いもの
の、設備面ではまだ十分に活用しきれていない部分があると感
じています。

新規事業所として運営を開始した段階であるため、利用児童の
特性やニーズを把握しながら、その都度必要な備品を整備して
いる状況です。そのため設備や環境整備が段階的な形になって
います。

事業所における自己評価総括表公表


